
令和８年度予算案（一般会計）
目的別・前年比
民 生 費

総 務 費

教 育 費

衛 生 費

土 木 費

公 債 費

消 防 費

議 会 費

商 工 費

農林水産業費

予 備 費

災 害 復 旧 費

0	 5	 10	 15	 20	 25	 30	 35	 40 単位：億円

令和８年度一般会計令和８年度一般会計

■ 令和８年度予算案　■ 令和７年度当初予算

予算案否決予算案否決

39.539.5

19.219.2

13.113.1

9.49.4

8.68.6

7.57.5

5.05.0

1.31.3

0.80.8

0.80.8

0.20.2

0.00.0

議会史上初議会史上初

賛成賛成55
反対反対88

１．�こどもの権利条例策定にあたっては、二
宮の独自性をアピールするデザイン力を
持って進められたい。

２．�公共施設等総合管理計画改定については、
災害対策機能の強化や現行建物の再利用
等、広く創発に繋がるよう取り組まれたい。

３．�町道安全施設については、通学路を最優
先に歩行者・自転車が安全に利用できる
よう早急に整備されたい。

４．�交通安全対策については、法改正に合わせ、
こどもから高齢者までソフト・ハード面
も含め適正な事業展開をされたい。

５．�地域公共交通推進事業のバス減便対策は、
専門家のみならず住民参画により進めら
れたい。

６．�ラディアン・図書館の休館中においては、
こどもたちを始め利用者にブランクを与
えないよう最善の対策を講じられたい。

７．�こどもたちへの「多様な学びの場」の確
保にあたり、作業療法的なケアが届く施
策を推進されたい。

８．�学校体育館の暑さ対策については、災害
時の避難場所にもなることも含め、速や
かに取り組まれたい。

令和８年度　予算審査意見

● �3月23日の本会議で、令和８年度一般会計予算案は、議員から修正案は提出されず、結果賛成
少数で否決された。

● �国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険の３特別会計と下水道事業会計はいずれも賛成多数
で可決された。

● �3月30日の臨時会で暫定予算が可決された。（10：３）（関連記事P12）

区分 予算額 採決
一般会計 105億3,500万円 否決

特別
会計

国民健康保険 27億3,000万円 可決
後期高齢者医療 11億9,900万円 可決
介護保険 32億　600万円 可決

下水道事業会計 15億7,500万円 可決
合計 192億4,500万円

子ども・子育て支援給付増（1.0億円）など

新庁舎整備事業（3.1億円）
標準準拠システムへの移行完了（▲0.8億円） 
公共施設等総合管理計画改訂（0.08億円）など

ラディアン・図書館大規模改修（1.9億円）
学校給食無償化（0.7億円）など

高齢者予防接種委託料減（▲0.2億円）など

せせらぎ公園環境整備工事（0.3億円）
下水道管きょ調査（0.1億円）など

消防庁舎大規模改修工事の完了（▲3.6億円）
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町債残高は微減

基金残高は４億３千万円減の見込み
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予算案に対する各議員の討論は予算案に対する各議員の討論は
反　対賛　成

福祉手当の廃止は「誰もとり残さない」町政とは
相いれない。環境対策の本気度に疑問。� (渡辺)

将来の財政安定化に中長期的視点が欠如、人口減
少等の直面課題に戦略的な姿勢も見えず。�（岡田） 

町の課題解決への予算配分も財源確保策もない。
予算策定の大幅な方針転換を求め反対。� （羽根）

洪水浸水想定区域に隣接し土砂災害警戒区域にかぶ
る場所に災害対策拠点としての庁舎建設。�（松㟢）

評価できる新事業並ぶ予算審査で切迫した議論なく
なぜ全面否決か。修正案無しひどい議会。�（一石）

こどもまんなか理念で世代連携のまちづくりと子
育て支援強化を進め、公共施設整備を推進。
� （小笠原）

町のスローガンに賛同、予算計上は妥当。�（根岸）

今回も普通の当初予算。少ない予算で事業を立案
し、町を良くしようと努力している。� (古谷)

補 正 予 算

浸水リスクのある新庁舎計画や、自転車安全対策
の無策、将来財政への懸念から反対する。�（浜井）

課題解決に向けた姿勢が見受けられず進展がな
い。課題先送り本予算案は認められない。�（善波）

新庁舎建設を優先し、避難所空調やインフラ整備
など町民の命と生活を守る施策が後回し。�（大沼）

任期最終年度にもかかわらず、袖が浦プール・小児
病院跡地に何も触れない課題先送り予算。�（野地）

臨時会　補正予算（２月３日）
●（議案第2号）二宮町一般会計補正予算（第８号）�
� 賛成多数で可決（10：３）
　歳入歳出それぞれ３億2,593万円を追加し、総額
110億468万円とする。補正で本年度中に完了しない
見込みの事業を翌年度に限り繰り越して執行する。

（繰り越し明許費用）

歳入
・国庫補助金（物価高騰対応事業）� ３億243万円
・財政調整基金繰入金（上記物価高騰
　対応事業実施の不足分を繰入）� 2,349万円

歳出
・くらし応援商品券事務委託料� ２億3,919万円
・物価高対応子育て応援手当　� 6,332万円
・省エネ家電買換促進補助金　　� 1,000万円
・高齢者施設等物価高騰対応支援金� 893万円
・障がい福祉施設等物価高騰対応支援金� 148万円

債務負担行為の補正
（契約等で将来にわたる債務の負担を議会の議決で設

定するもの）
・新庁舎整備事業（外構）
　期間：令和７年度～令和９年度� ２億6,708万円

定例会　補正予算（２月27日）
●（議案第17号）一般会計補正予算(第9号)�
� 全員一致で可決
　歳出歳入それぞれ１億8,073万円を追加し、総額
111億8,542万円とする。　　　　

主な歳入
・普通交付税　臨時財政対策債先払い�１億9,241万円
・自立支援給付費等負担金� 2,046万円

主な歳出
・財政調整基金積立� ２億1,900万円
・デジタル推進事業� ▲2,746万円
　（�うちガバメントクラウドファウンディング利用料

▲551万円）
・自立支援給付事業� 4,035万円

討論は表紙にQRコードあり討論は表紙にQRコードあり （千円以下切り捨て）
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